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図１．噴出物の分布範囲

11日夕方から12日早朝にかけて，規模の
大きな熱水噴騰が起り，多量な熱泥水が噴
出した．
熱泥水は大正地獄の北側に噴出したこと

を示すように，噴出土砂は北北西~北西方
向を中心軸に大正火口から約40mの範囲に
薄く分布し，南側には認められない．土砂
は比較的かわいた粒径数ミリ以下の細砂お
よび灰で，水を含み粘土状を呈していた５
月３日の噴出物とは異なる．笹の葉に付着
している噴出物を見る限り，土砂噴出量は
５月３日より少ないようである．
また噴出した熱水は大正地獄から沢に

そって流出したほか，展望台から地震計設
置地点方向にも流下した．
この流下に伴い，地震観測用ロガーを納

めていたプラスチックケースは下流側へ流
され，ケース内にも熱水が侵入し,ロガー
も熱水を浴びた．また熱水温度観測用セン
サー・記録計も亡失し，熱水流出が激し
かったことが分かる．
なお現地の美化財団職員によると，熱水

流出は激しく，大湯沼川との合流地点では，
引湯管が下流側に曲がったほか，遊歩道護
岸の石が流され，遊歩道の一部は冠水した
とのことである．

○大正地獄の10月11日-12日に起こった熱泥水噴騰

写真１．遊歩道の橋から大正地獄方向を見た写真．
（図１A点）遊歩道は灰色の噴出物で覆われ，笹の
葉にも噴出物が付着している．

（大島・橋本・前川）

写真２．大湯沼川との合流地点(図１Ｂ)からみた上
流部．引湯管が曲がっているのが分かる．
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図２．拡大した地動記録(上下動成分)．最下段は現
在までに観測された最大地動
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○残された地震観測データから推定される熱泥水噴騰時刻

熱水を浴びたロガーは11日16時14分に収録を停止した．残された
データをみると，９時過ぎから熱水噴騰・流失を示す地動が始まり，
09時８分には大振幅な地動も観測され，盛んに熱水噴騰・流出が行わ
れていたことがわかる．10時から12時にかけては大正地獄の南方にあ
る大湯沼駐車場から立ち上る噴気が認められている．
この熱水噴騰・流出も15時頃から衰退し始め，水位低下も確認され

た．
その直後，やや振幅大きい地動を契機に地動振幅が増大し始め，大

振幅な地動に続いてデータ収録が停止し，この地動を伴って多量な熱
水流出が発生したと考えられる．
これを裏付けるように美化財団職員は16時30分前後に地獄谷からも

大正地獄から立ち上る噴気を認め，大正地獄の下流にある足湯の温度
が著しく上昇したことを老夫婦から17時頃に聞いている．
なお16時14分の熱水流出は土砂を遠方に飛散させた熱泥噴出に伴っ

て発生したと考えられるが，これ以外の可能性も残されている．
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図１．地動記録(上下動成分)
倶多楽火山(大島・前川)




